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フ ラ ン ス ・ ス ラヴ学界展望

杉　　山　 春　 子

　本稿 の 目的 は ， 最近 15 年間の フ ラ ン ス

の ス ラ ヴ学界 を展望 し， その 主な動向 を浮

き彫 り に す る こ とで あ る。 こ の よ うな さ さ

や かな 凵的に対処する に して も ，
こ の 国の

ス ラ ヴ学 の本質に 関わ る事象 に つ い て 多少

な り と も言及せ ざる をえ ない で あ ろ う 。 あ

る学派 が 成立 した 知的精神的風 土 を無視 し

て は ， その 学 派の 知的探求の 成果を確 か に

吸収し生か す こ と も，
そ の発展の 軌跡を マ

ク ロ 的な視点か ら明瞭 に見て 取 る こ と も ま

まな らな い か らで ある。

　 フ ラ ン ス の ス ラ ヴ学の 伝統や その 隆盛 を

支 え て きた もの は何 で あ っ た ろ うか
。

18

世 紀 ， す な わ ち
「フ ラ ン ス 的 ヨ ー ロ ッ パ

」

の 時代 に ピ ョ
ー トル 大帝が パ リ郊外 ヴ ェ ル

サ イ ユ 宮殿 に て ル イ 15世 との 謁見 に 成功

し た こ と に 始 ま り，
20世 紀 に 至 っ て は ロ

シ アや東欧諸国の 知的エ リー トが フ ラ ン ス

に も大挙 した こ とな ど文 化交 流論的な観 点

か ら も，
ロ シ ア研究 ある い は ス ラヴ研究 に

お け る フ ラ ン ス の あ る種 の 特権性 を否定す

る こ とは 1Eし くな い 。だが ，
「
フ ラ ン ス の 」

ス ラ ヴ学界 と い う固有の 伝統を有す るア カ

デ ミ ッ ク な世界が 後世 に残 す知 的遺産 は ，

そ の 世界 を深 く知れ ば知 るほ ど， 究極的に

は フ ラ ン ス 的な知性の 営み の 所産 で あ る と

い う こ とを認 め な い わ けに は い か な くな る

の で ある 。 遥 か ［5 年 も前の こ と だ が ， フ

ラ ン ス へ の 旅立 ち を凵前に 控 えた ある 日，

故木村彰
一先生か ら ソ ク ラ テ ス とデカ ル ト

の 古典的な著 謁を手渡 され た こ と があ っ た 。

こ れ もま た 上述の
［
自明の 理 」 に 通底 す る ，

誠 に 有 り難 き教育的配慮で あ っ た と私に は

思 え て な らな い
。

　ス ラ ヴ学 の 主な専門教育研究機関 を概観

して お きた い 。 中軸的な存在 として ， まず ，

パ リ第 4 ・ソル ボ ン ヌ 大学 （以 下 ， 第 4 大

学 と略記）ス ラ ヴ学科 と ミシ ュ レ 通 りの ス

ラ ヴ研 究所 を挙げるの が順当で あろ う。
ス

ラ ヴ研 究所発行 の
『
ス ラ ヴ学研 究 Revue

des　etudes　slaveSs 誌 を購 入 して い る 日本

の 大学 ， 教 育研究機関 は少 な くな い よ うで

あ る。 プー シ キ ン 没後 ！50 年シ ン ポ ジ ウ ム

の 記念論集が シ ン ポ ジ ウ ム の 翌 年 1987 年

に
町ス ラ ヴ 学研究』 誌第 1・2 号 合併 号 と

して 刊行 された こ と な ど，周知の とお りで

あ る 。 また ， 当研 究所か らは
『
ロ シ ア研究

La　revue 　russe 』 誌 と い う文 学 ， 思 想 の ほ

か 政治経済 ， 国際関係 ， 地理 ， 歴史な どさ

まざ まな領域で の ロ シ ア研究 を扱 う学際的

で 興 味深 い 刊行物 が発行 され て い る 。 さ て ，

フ ラ ン ス の ス ラ ヴ学研究者 の 大半 は 第 4大

学の 出身で あ り，
ス ラ ヴ研 究所 を中心 に組

織 さ れ る シ ン ポ ジ ウム や学会の組織委員 と

して 名を連ね る ス タ ッ フ の 多 くが 当大学 の

教 官 で あ る 。
こ の こ と は ， 中等教育 （リ

セ ） お よび高等教育 （大学） 教授資格試験

に お け る ロ シ ア語 ロ シ ア 文学部門の ヒ位合

格者 の 多 くが第 4 大学出身で あ る こ とか ら

もうか が い 知 る こ とが で きる 。

　 以 上 の ほか ，
パ リ市内に はか つ て 日本学

者エ リセ ー エ フ が 教鞭 をと っ た 東洋語学学

校や パ リ第 3 ・ 新 ソ ル ボ ン ヌ 大学 と い う比

較的新 しい 大学が あ る 。 後者 は ， 従来の 地

域別文学研究 とい う伝統的 な学問区分 とは

別 に ， 世界文学 を対 象 とす る比較文学研究
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の 講座 を主軸 とし ，
こ の観点か らの ロ シ ア

文学研究 も盛んで あ る 。
つ い で なが ら，

パ

リ大学が文系，
理 系合わ せ て第 1か ら学部

別 に番号づ け され る よ うに な っ て 久 しい が ，

中世以 来の
「
ソ ル ボ ン ヌ 」 の伝統 を尊重す

る 気風 は確固 として い て
「ソル ボ ン ヌ 1 は

第 4 大学や 第 3 大学の 正式名称に 名残 りを

と ど め て い る 。 また ， 国 立 学術研究 セ ン

ターや杜会科学高等研究院な ど フ ラ ン ス に

お け る新 しい 「知 」 の 興隆 に 多大の貢献 を

して きた研究機関が あ るが ，
こ こ で はその

存在を指摘 す る だ け に して お こ う 。

　】980年代 な か ご ろ以降 の フ ラ ン ス に お

け る ロ シ ア文学研究の 分野 で 最 も注 目す べ

き事柄 は何で あ ろ うか 。
ス ラ ヴ学界内外で

の ロ シ ア 文学関係 の動 きをふ りか え っ て み

た い
。 と こ ろで ， 筆 者は 1985年 に パ リ に

居 を定め て 7 年ほ ど第 4 大学ス ラ ヴ学科博

士 課程 に留学 した が
， ち ょ う ど こ の時期 は

1910 年代か ら 20 年代 生 まれ の 反体制派 の

亡 命 ロ シ ア 人 が ま さ に人生の 決算期 を迎 え

た頃 で あ っ た 。

「
ゴ ル バ チ ョ フ と ペ レ ス ト

ロ イ カ の 時代」 の 時流 を背景 に 彼 らの 活動

が 顕著に な り， ア カ デ ミ ッ ク な場 以外 に お

い て もパ リ市内の劇場な どで さ ま ざまな集

会 ，

一
　た と え ば

，

「
ロ シ ア 文学 は

一
つ か

二 つ か ？J と い うよ うなお 馴染み の テ ー マ

が再燃 し ， 西側で 活躍中の 高名な n シ ア人

の ジ ャ
ーナ リス トや 文学者 ， 思想家が 四 方

山の 話を し，
フ ラ ン ス の 大学人 と も意 見の

交換を し て
， 聴衆 と と もに 知 的 ， 精神的 な

楽しみ を求め るよ うな座談会が行わ れ て い

た 。
パ リは その 長い 歴史の なかで つ ねつ ね

異文化交流 の場 として何 らか の 役 割 を果 た

して きたが ， 上述の ご と き 「
サ ロ ン 」 文 化

の 伝統 の 片鱗 を の ぞ か せ る 事柄 が フ ラ ン

ス ・ス ラ ヴ学界 の 発展 に 有意義で あ る こ と

は想像 に 難 くな い 。

　 い っ ぽ う ， ス ラ ヴ 学界 で は 1980年代 半

ぱに 20 世紀 ロ シ ア 文学関係 の 国際 シ ン ポ

ジウ ム が 次々 と開催 され た。 フ ラ ン ス人研

究者 や ロ シ ア か ら亡 命 しパ リ大学 教授 と

な っ た シ ニ ャ フ スキ イ （第 4 大学）や エ ト

キ ン ト （パ リ第 IO・ナ ン テ ー ル 大 学
一

以下 ， 第 10大学 と略記）の ほ か ，
ロ シ ア

本国を除 く欧 米 やイ ス ラ エ ル か ら第
一

線の

研究者がパ リに 集 っ たの だ っ た 。 す べ て の

シ ン ポ ジウム や会合 を列挙す る事は で きな

い が ， 特 に 印象 深 か っ た の は 1986年 に 開

か れ た 国際 シ ン ポジ ウム
「
象徴派後 の ロ シ

ア詩」 と
「

ロ シ アの 定期刊行物と 文学プ ロ

セ ス 」 で
，

い ずれ も朝か ら夕方まで 3 日連

続の 大 規模 な学会で あ っ た 。 特 に前者 はグ

ミ リ ョ フ
， リフ シ ッ ツ

， ク ル チ ョ
ーヌ ィ フ ，

ホ ダ セ
ーヴ ィ チ の 生 誕 100年 記念 と ク ズ

ミーン の 没 後 50 年記念 を同時 に行 う とい

う盛 大な シ ン ポ ジ ウ ム で あ っ た 。 1986年

は特 に記念行事 ラ ッ シ ュ の 年 とな っ たため ，

本来 な らば同年に 開催 され るはずの ゴ ー リ

キー没後 50年記念 シ ン ポ ジ ウ ム が 翌 年春

に繰 り越 され る とい っ た事態 ま で起 きた 。

こ の 国際 シ ン ポ ジ ウ ム に お い て も ゴ ー リ

キー
， それ に ソ ヴ ィ エ ト文学の 意義を問う，

熱心な討議が繰 り広 げ られ た 。

　次に
，

こ れ ら と同時期 に 開催 され た ，
フ

ラ ン ス文化関連の シ ン ポ ジウム の 主な もの

を見て お こ う。 た とえば ，
フ ラ ン ス に お け

る ロ シ ア小説の 紹介 に 多大の 貢献を した ウ

ジ ェ
ーヌ ・メ ル キ オ ル ・ド ・ヴ ォ ギ ュ エ 子

爵の 著作 の 集大 成
『

ロ シ ア 小説』 （1886）

の 出版 100 周 年の 記念行事が 1986年 に行

わ れ た 。 こ こで は
『
ロ シ ア 小説 』 の再評価

お よび そ の 問題点の 検討が な きれ ，
こ の機

に竿 さ して さ ま ざまな ロ シ ア 小 説論が 展開

さ れ た 。 さ らに ， 1989 年 は フ ラ ン ス 革 命

200年記 念祭 に あた り 『
ス ラ ヴ学研究』 誌

1989年第 い 2 号 合併 号 で は ，

「
ス ラ ヴ民

族 と フ ラ ン ス革命」 をテー マ とす る記念号
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が企 画 された 。 また ， その 翌年に は国際シ

ン ポ ジ ウ ム 「チ ェ
ーホ フ とフ ラ ン ス 」 が開

催 され
，

モ ス ク ワ大学の カ ターエ フ 教授を

は じめ とす る ソ連か らの 参加 もあ っ た 。 紀

元 2000年 をR 前 に控 えた 1990 年代 に は ，

ロ シ ア をは じめ とす るス ラ ヴ諸国 とフ ラ ン

ス の 18世紀以 降 3 世紀 に わ た る関係 を，

文化 ， 歴史 ， 政治経済な どさ まざま な観点

か ら研究討論す る学際的な シ ン ポ ジウム が

た びた び開催 され て い た 。 以上 の ほか ， フ

ラ ン ス に 亡 命 した トル ス トイ 家 ゆ か りの

人々 が 後援す る
「
トル ス トイの 友の 会 1 の ，

ス ラ ヴ研究所内で行わ れ る定例学会 が健在

で ある 。
こ の ような家族的な雰囲気の 学会

に ソ連 （ロ シ ア ）を含め た外国か らの ゲス

トが 参加す る こ と も珍 し い こ とで は な い 。

　 さて ，
プー シ キ ン 祭関係の 国際 シ ン ポ ジ

ウ ム に つ い て 簡略 なが ら歴史的考察 を して

お きた い
。 1937年に 行 わ れ た プー シ キ ン

没後 lOO年記念式典 は
， 当時の ソ連 の 政情

とそれ に対処す る フ ラ ン ス 側の 外交政策を

色濃 く反映 した もの で あ っ た 。 フ ラ ン ス政

府外務大臣 ， 文部大臣 ， ソ ル ボ ン ヌ 大学総

長 ， 同文学部長や ポール ・アザ ール
， ポー

ル ・ヴ ァ レ リー
， ポー ル ・ ク ロ ーデ ル な ど，

当時の フ ラ ン ス を代表する知識人 に よ る記

念式典が ソ ル ボ ン ヌ 大学構内で 行わ れ
，

そ

の い っ ぽ うで
，

ソ連 と は決別 した 亡命 ロ シ

ア人 た ち ， デ ィ アギ レ フ （ジ ャ
ーギ レ フ 〉

の 盟友で あ っ た セ ル ゲ イ ・リフ ァ
ール やア

レ クサ ン ドル ・ベ ヌ ア な どが 紆余曲折 の 末 ，

パ リ市内の プ レ イ エ ル 劇場で プー シ キ ン の

未公開書簡 と原稿 か ら成 る展覧会
「プ ーシ

キ ン 展 」 を開催 したの だ っ た。

　だ が ， その 50 年後 に 開催 され た プ ー シ

キ ン 没 後 150 年 記 念 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム

「プ ー
シ キ ン と フ ラ ン ス 亅 に は ，

フ ラ ン ス

人 お よ び亡 命 ロ シ ア 人の 研 究者や ， 他 の

ヨ ー ロ ッ パ 諸国 ， ア メ リカ ，それ に ソ連か

らも研究者が一
堂 に会 し ， 3 日間 に わ た っ

て研究報告 と意 見交換が行わ れ た 。 座談会

や フ ラ ン ス 国立 シ ャ イ ヨ ー宮劇場参加の

プ ーシ キ ン 作品 の 朗 読会 が行 わ れ る な ど

「プー
シ キ ン祭」 と い う意味で も充実 し て

い た 1987年の 記念行事 は ， フ ラ ン ス と ロ

シ アの 間 に い さ さか の 亀裂 も生 じる こ とな

く成 し遂 げられ た 。
この シ ン ポ ジウム の 成

功 に よ っ て ， プーシ キ ン 没後 100年記念祭

をめ ぐっ て フ ラ ン ス と ロ シ ア が 「
対立 」 し

た 過 去の
一

連 の 経緯 が 清算 され ， 同時 に

ヨ ー
ロ ッ パ の ス ラ ヴ学界 の 中軸的 な存在 と

い うフ ラ ン ス ・ ス ラ ヴ学界の 位置づ けが再

確認 され た と言 っ て よ い で あろ う 。 それ に

して も，
こ の シ ン ポジウム に 先だ っ て エ ト

キ ン ト教 授 らが 最晩 年の リフ ァ
ール を ロ

ー

ザ ン ヌ に 訪 問 し た こ と な ど ， 1987年 の

プーシ キ ン記念祭 に か けた 在パ リ ・イ ン テ

リゲ ン ツ ィ ア の 強烈 な自負に 畏敬の 念 を禁

じ得なか っ た の は果た して 筆者だ けで あ っ

た ろ うか 。

　 これ ま で ， フ ラ ン ス ・ス ラ ヴ学界の 動向

を文学関係 を中心に ロ シ ア と フ ラ ン ス の 双

方の 視点か ら検討 して きた が ，
こ うした 動

向は当然 の こ となが ら， 学界 内で それ な り

の準備段階 を経 て きた 結果なの で ある 。 ど

の よ うな状況で あ っ た か と い うと
， まず ，

1980年代 に す で に 教授 と して 活躍 した世

代 は ， た とえば 1950年か ら第 4 大 学 の 教

授 を勤め ス ラ ヴ学の 権威 と して 口本 に お い

て も高名 な ピ エ ール ・パ ス カ ル 教授の 門下

生 ， あ る い は そ の 次世 代で あ っ た こ と を

断 っ てお かね ばな らな い 。 とい うの も，
フ

ラ ン ス で は 1960 年代 に
「
構 造 主 義」 と

「
ア ナール 学派 」 と い う新 た な 「

知 1 の 興

隆が起 こ り， そ の 多大の 影響 は 学問領域 の

枠 を越 え て ス ラ ヴ学界 に も及ん だ か らで あ

る 。
つ ま り

， 文学 とその 周辺的な事象に 関

す る徹底 した フ ィ
ー ル ド ・ワ ーク と緻密 な
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分析，お よび歴史的考証 か ら，
これ まで明

らか に され て い なか っ た実相 を浮 き彫 りに

す る傾向に よ りい っ そ う拍車 がか か っ たの

だ っ た 。
こ の よ うな学問的 な環境の もと ，

ロ シ ア 文学 史の 更新 も し くは そ の 空 白を埋

め る た め の 準備が 進行 して い たの だ っ た ．

　見逃 しが た い 事 を い くつ か 挙 げ る と ，

［975 年 に 開催 さ れ た パ ス テ ル ナ ー ク没後

15年 を記念す る世界 初 の パ ス テ ル ナー ク

国際 シ ン ポ ジ ウム と そ の 4 年後 ， tg79年

に ス ラ ヴ研究所か ら発行 された 同シ ン ポ ジ

ウ ム の記 念論文 集 （Boris　Pasternak　i890−

／960）， 同 じ くス ラ ヴ研究所刊 の マ ン デ リ

シ ュ タ ーム の モ ノ グ ラ フ ィ
ー （N ．Struve，

Ossip　Mandelstam
，

1982）や ツ ヴ ェ タ
ー

エ

ヴ ァ の ほぼ 全作 品の ビ ブ リオ グ ラ フ ィ
ー

（Bibliographie　des　oeure．s　de　iVararina 　Tvetaeva，

1982）の 出版 な どが ある 。 もち ろん ， 過去

の 『ス ラ ヴ学研究 』 誌を概観すれ ば明 らか

な よ うに ， 20世紀 ロ シ ア 文学以外 の 領域

で もす ぐれ た 業績が 積 まれ て い た 。 その す

べ て を挙 げる こ とは不可能なの で ， 例 とし

て ス ラ ヴ 研究所刊の 紀要 『
トル ス トイ研究

ノ ー ト Cahiers　 Leon　 Tolstoisと， フ ラ ン

ス ・ア カ デ ミー賞の 栄誉 を 担 っ た 学術 著書
『
トル ス トイ の 作 品 に お け る女 性た ち 」

（M ．S6mon 、　 Les　femmes　dans　l’oeuvre 　de
Leon　Tolstoi，　romans 　et　nOUi ，elles，1984） の

存 在 を記 して お く。

　以上 の 段 階 を へ て ， 1980年代 な か ご ろ

か らはフ ラ ン ス ・ス ラ ヴ学界 に お い て 国際

シ ン ポジ ウ ム が 盛 ん に 開か れ ， 第
一

線 の研

究者の 国境 を越 えた積極的な交流 が促進 さ

れた の だ っ た 。 そ の 成果 と して学界で は新

た な業績が ま とめ られ た が ， こ う した 流れ

の 頂 点 に 立 つ ス ケ ール の 大 き な 業 績 が

1987年 か ら 1990 年代 に ゆ っ くり と世 に送

り出 され た 。
フ ラ ン ス をは じめ世界各国の

第一線の 研究者に よる大部 の ロ シ ア文学史

シ リーズ （Histoire　 de　 ta　 litte
’
rature 　 russe ，

Fayard ）全 7 巻 の こ と で あ る 。 た だ し ，

同 じ大型本 と い っ て も， ア メ リカ の 大学等

で 出版 され て い る ダイ ジ ェ ス ト版 ロ シ ア文

学解題 とは性格が 異 な り，
ル モ ン ド紙の ベ

テ ラ ン 文
．
芸批評 家 N ，ザ ン ドが 「

い か な る

国の 言語 に お い て も存在 した こ との ない ，

野心的，か つ 必要不可欠な文学史 1 と賛辞

を述 べ
， 書評 ペ ージ全 紙面 を当文学 史の 書

評 に 費 や した ほ どで あ る 。 力作 ぞ ろ い の様
．
fは ま さ に 自花斉放 の趣 と言 えよ う 。 こ の

ロ シ ア 文学史の 編成は
，

そ れ ぞ れ時代別に

6 世紀 か ら 18 世紀 まで
「
起源 か ら啓蒙 の

世紀 まで Des　origines 　aux 　Lumieres」 1巻 ，

19世紀 に
「 プー

シ キ ン 時代 L ’

epoqu ξ　de

Pouchkine」 と
「
小 説の 時代 Le　 temps 　 du

romans ・1 全 2巻 ，
20世 紀 に 「

．
銀 の 時代 V

Age 　 d
’
argent 」

「
革 命 と 1920 年 代 La

R6volution　et　les　ann6es 　vignt 」
「
凍結 と雪

ど け Gel　et　d6gel」 全 3巻 ， 以 上 に 加 えて

「
ロ シ ア 文 学 全 体 の 諸 問 題 Problemes

gen6raux　de　ia　litterature　russe」 1巻 ， 計 7

巻で ある 。 各巻の 頁数 は平均 して 約 800 頁 ，

巻未に は各章の 注釈 ，
ビブ リオ グラ フ ィ

ー
，

執筆者 目録，人 名 ・ 作品名 索引が付 い て い

る 。 巻 ご との 執筆者数 は約 25 名 ， 使 用言

語 は フ ラ ン ス 詒 に 統
一

され ， オ リジ ナル 論

文が 他言語 の 場合は ， 同文学史 シ リーズの

フ ラ ン ス 人 の 同僚が 翻訳の 労 を と っ て い る 。

　全体の 編集 ・校閲 を引き受 けて い る の は ，

ロ シ ア 文学 ・詩学研究の各分野 で世界的な

権威 と して 知 られ る エ トキ ン ト教授 とセ ル

マ ン 教授 （イス ラ エ ル 大学）お よび ニ ヴ ァ

教授 （ジ ュ ネーヴ大学） とス トラ
ーダ教授

（ヴ ェ ニ ス 大学）で あ る 。 と こ ろ で ，
エ ト

キ ン ト教 授 は 】974年 に フ ラ ン ス へ 亡 命 ，

ロ シ ア本国で は フ ラ ン ス文学の 教授だ っ た

こ と もあ り， 第 10大学 で の 授 業か らは フ

ラ ン ス 的な 気質が感 じ られ た 。 亡命後は ロ
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シ ア 文学の 専 門家 と して 活躍 。

『
ス ラ ヴ学

研究 』 誌 1998年第 3号 の 特集 「詩的空間」

は同教授 の長年の 功績 を讃 えて の 企画で あ

る 。
セ ル マ ン 教授 は 1976年 に イ ス ラ エ ル

へ 亡命 ， 在 ソ連時代 すで に ， ソ連科学 ア カ

デ ミ
ー

で は 18世紀 m シ ア文学研 究 の
「
泰

斗 1 と目され て い た 。
ロ シ ア文学史関係の

学術書の 執筆 ， 校閲経験 も豊富だ が ， 強制

収容所の 体験者で もある
。

こ こ で つ まび ら

か に する こ とは無理 だ が
， 亡命後の セ ル マ

ン 教授 は フ ラ ン ス ・ス ラ ヴ学界 と深 い 絆で

結ばれ てい た。国際 シ ン ポ ジウム や フ ラ ン

ス人教授連 の 月例会 での 碩学セ ル マ ン教授

の 研究報告は 常に 深い 感銘 を与 えた 。 と も

に 19io 年代生 まれ の 両教授が 余人 に 代 え

が た き存在で ある こ とは ， 誰 しも納得の い

くと こ ろ で あ っ た 。

　 か く し て ， 1990年 代 終 わ り に フ ラ ン

ス
・ス ラ ヴ学界で は最新 の ロ シ ア文 学史編

纂 と い う金字塔 が うち建 て られた 。
こ の 文

学史に お い て は ， 各章の 論考が有機的 に関

連し各時代の 文学的 事象の 真理 に 迫 っ て い

る こ とは もち ろん ， さ らに特徴的な こ と と

して ， それ ぞれの 時代で 文学形成 の 基底 と

して 認識 され る さ ま ざまな芸術 ジ ャ ン ル や

歴史 ・
社会的事象 に つ い て ， 文学 とは別扱

い の 独立 した章 が 設け られ て い る 点を挙げ

な けれ ば な らない
。

こ れ に よ っ て 文学史 と

い う大枠の な か で 政 治 ， 社会，文化の 諸相

が 明瞭 に 浮 き彫 りに され た結果， 文学史の

可能性が最大 限 に お し広げ られ ， 全体 と し

て
「
文学の プ リズム を介 して た ち現れ た ロ

シ ア 史」 と い う ， 従来の 文学史に は希有 な

．奥行 き とパ ノ ラ マ が顕現 した の で あ る 。 ほ

か の ど こ で も刊行 され え ない よ うな文学史

が フ ラ ン ス で 出版 され た こ とは，
フ ラ ン ス

の 知 的精神 的風上 に育 まれ た フ ラ ン ス ・ス

ラ ヴ学界 に お い て ， 歳月をか けて 幾多の布

石が 固め られ た結果 で あ る 。 しか しそ こ に

は， この 学界の 知的活動 に 関心 を抱 い た 他

国の 研究者や ， 亡命先の 知的 エ リー トに と

け込 む こ とに 成功 し ， 学問研究の 開花の 為

に は献 身 を惜 し ま な か っ た イ ン テ リゲ ン

ツ ィ ア の 貴重 な貢献 が あ っ た こ と も認 め な

けれ ばな らな い 。

　止 揚す る と， こ うした現象 は フ ラ ン ス 文

化 に お い て は珍 しい もの で は な く， か つ て

17世紀宋か ら 18世紀 に ，
ヨ ー ロ ッ パ の 知

的エ リー ト集団の ， 実存す る社会 とは無関

係に形成され た 活動の 場 ， す なわ ち 「ヨ ー

ロ ッ パ 文芸共和国」 の 拠点 と し て フ ラ ン ス

が 果た し た役割 を想起 させ る もの で ある 。

21 世紀 に 向 け て ， フ ラ ン ス ・ス ラ ヴ 学界

か ら上 述の 文学史が刊行 され た こ と は
「
第

二 の ヨ
ー

ロ ッ パ 統合」 が ア カ デ ミ ッ クな レ

ベ ル に お い て も進 行 して い る とい うひ と つ

の 証 で あ り，学芸 に tsけ る ヨ ー ロ ッ パ 精神

の エ リー ト的存在 と い うフ ラ ン ス の
「
伝統

的な役 どこ ろ 」 が 最 善最良の 意味で 発揮 さ

れた と 考え られ る の で あ る。

　 20世紀未 に ，
フ ラ ン ス ・ ス ラ ヴ学界 で

は ロ シ ア 文学研究の 分野 で
， 人間

一一
代で は

到底為 しえな い 知 的遺産 が 創造 きれ た 。
こ

の よ うな学問研究の進歩が現 実 と な っ た 時 ，

それ はす で に伝統 と して 記憶 され ， 新た な

学問的探求の よす が とな っ て い る 。 また ，

「
ヨ ー ロ ッ パ 統合」 と い う言葉 が一般 的 と

な っ た 今 H ， 国家 ， 民族 の 枠を越 えた 共 同

研 究作業の 成果が ス ラ ヴ学全般 で期待 さ れ

て お り， フ ラ ン ス ・ス ラ ヴ学界 の 役割が 将

来 ，
お お い に 問わ れ る こ とで あ ろ う。

　　　　　　 （す ぎや ま　 は る 二 ・ 中央大）
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